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　都祁産の野菜を使って料理します。午後は、
5月に植えたサツマイモを収穫します。
日時：１０月２１日（土）　１０時～１５時
　 場所：奈良市藺生町の畑
　　

　　　　ー玉ねぎ苗植えー
　畑に玉ねぎ苗を植えます。
日時：１１月４日（土）　１０時～１２時

場所：奈良市藺生町の畑

「広げようみんな笑顔とつげまつり」をスロ
ーガンに開催します♪　地域の皆様の交流の
場になればいいです。気軽にご来場ください。
　4日（土） 作品展示、菊花展
　5日（日） 作品展示、菊花展、舞台発表
　　　　　　 バザー、物産展
　開催場所：都祁交流センター・都祁体育館

　
　
～
お
ら
が
ま
ち
の
公
民
館
～

(

予
定
）

　
都
祁
公
民
館
実
習
室
で

　
費
用
　
千
五
百
円
程
度

　
　
十
二
月
八
日
（

金

)

十
四
時
～

　
　
都
祁
公
民
館
実
習
室
で

　
都
祁
公
民
館
実
習
で
　
費
用
 
七
百
円

語
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
名
で
は
、

リ
コ

　
こ
の
曼
珠
沙
華
は
、
歌
手
の
山
口
百
恵

　
　
※
蜜
蝋
キ
ャ
ン
ド
ル
（
要
申
込
）

　
蜂
蜜
で
「
蜜
蝋
キ
ャ

ン
ド
ル
」
「

ミ
ニ
ハ

　
ン
ド
ク
リ
ー
ム
」

を
作
り
ま
す
。

●
つ
げ
体
験
セ
ミ
ナ
ー

　
　
※
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
（
要
申
込
）

　
公
民
館
を
使
っ
て
い
る
人
も
、
ま
だ
使
わ

　
都
祁
公
民
館
で
は
、
次
の
日
程
時
間
で
お

の
公
民
館
で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

た
。

ピ
ン
ク
も
あ
り
ま
す
。

黄
、
オ
レ
ン
ジ
、

だ
け
で
な
く
白
、

　
彼
岸
花
は
、
赤

わ
れ
て
い
ま
す
。

ら
生
ま
れ
た
と
言

真
赤
な
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
（
曼
珠
沙
華

)

が
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。

日
時
　
十
一
月
二
十
四
日

(

金
）

れ
た
こ
と
が
な
い
人
も
参
加
し
、
お
し
ゃ
べ

り
し
ま
せ
ん
か
。
新
し
い
発
見
、
出
会
い
が

し
ゃ
べ
り
会
を
開
き
ま
す
。

お
気
軽
に
、
ご

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

リ
ス
、
別
名
「
曼
珠
沙
華
」
と
言
わ
れ
ま

す
。

さ
ん
が
歌
っ
た
曲
の
タ
イ
ト
ル
で
有
名
に

参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
和
紙
ち
ぎ
り
絵
作
り

象
が
赤
い
花
色
か

に
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
情
熱
」
「
独
立
」
「
再
会
」
「

思
う
は

　
ま
た
、
彼
岸
花
の
花
は
死
や
不
吉
な
イ

お
し
ゃ
べ
り
会
i
n
都
祁
公
民
館

　
　
費
用
　
六
百
円
程
度

●
お
い
し
く
異
文
化
交
流

　
十
一
月
十
二
日

(

日

)

十
四
時
～

十
六
時

 
 
 
 
十
時
～
十
五
時

　
　
都
祁
福
祉
セ
ン
タ
ー

和
室

締
切
　
十
一
月
十
七
日
（

金
）

　
　
　
 

　
 

二
十
人

―都祁産野菜料理といも掘り・玉ねぎ植―

対
象
　
都
祁
在
住
・
在
勤
の
1
8
歳
以
上

　
　
　
　
 

　
お
よ
び
都
祁
公
民
館
利
用
者

　
　
　
　
　
十
九
時
三
十
分
～
二
十
一
時

講座のお問い合わせ・お申込みは、電話・ＦＡＸで都祁公民館まで（月曜日・祝日は休館日です）TEL＆FAX　0743-82-1362

 
十
一
月
十
八
日

(

土

)

十
時
～
十
五
時

都祁公民館だより 平成２９年１０月  ８日

都祁公民館だより
 
周
り
を
ど
っ
し
り
と
し
た
山
に
囲
ま
れ

た
都
祁
盆
地
で
も
黄
金
色
の
稲
穂
に
包
ま

れ
、
都
祁
の
里
は
今
年
も
豊
作
、

実
り
の

秋
を
迎
え
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
の
黄
金
色
の
稲
穂
は
刈
り
取
ら

れ
、
コ
ス
モ
ス
の
花
も
咲
い
て
い
ま
す
。

　
田
ん
ぼ
の
土
手
に
は
、
あ
る
日
突
然
に

　
ま
っ
た
く
、
突
然
で
す
。
な
ん
の
気
配

も
な
く
、
あ
る
日
突
然
、
咲
き
ま
し
た
。

　
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
は
お
彼
岸
の
頃
に
咲
く
の

で
「
彼
岸
花
」
が
こ
の
花
を
さ
す
一
般
用

あ
な
た
一
人
」
「
ま
た
会
う
日
を
楽
し
み

メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
花
言
葉
で
は
、

こ
れ
は
、
そ
の
印

実

り

の

秋

ー

突

然

　
本
年
3
月
に
公
民
館
の
み
ら
い
を
考
え
る

イ
ベ
ン
ト
「
公
民
館
っ
て
、

ど
ん
な
と
こ
」

　
大
変
好
評
で
、
お
し
ゃ
べ
り
会
を
二
十
四

　
費
用
　
五
百
円
　
都
祁
公
民
館
で

●
都
祁
高
齢
者
学
級
（
す
ず
ら
ん
学
級
）

　
ベ
ト
ナ
ム
の
料
理
を
作
り
ま
し
よ
う
！

　
　
※
秋
の
寄
せ
植
え
（
要
申
込
）

　
食
後
は
み
ん
な
で
ベ
ト
ナ
ム
を
知
ろ
う

。

館
　
長
　
　
植
　
田
　
　
隆

場
所
　
都
祁
公
民
館
　
実
習
室

　
都
祁
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
費
用
　
六
百
円

　
学
校
を
通
じ
て
申
し
込
み
用
紙
配
布
。

　
　
　
（
注
）
各
講
座
と
も
、
内
容
や
費
用
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
十
一
月
八
日
（
水
）
十
四
時
～

　
　
十
二
月
十
六
日
（
土

)

　
　
お
昼
ご
は
ん
・
お
や
つ
も
あ
る
よ
。

が
開
か
れ
ま
し
た
。
市
民
と
職
員
が
一
緒

に
語
り
合
い
、

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の
あ
り

方
な
ど
の
お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま
し
た
。

　
十
二
月
五
日

(

火

)

十
四
時
～

十
六
時

な
り
ま
し
た
。

　
対
象
は
都
祁
地
域
の
小
学
生
と
保
護
者

　
　
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
）

　
　
費
用
　
千
円
程
度

　
お
話
し
会
や
歌
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

●
キ
ッ
ズ
つ
げ
ザ
ー
（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

　
手
作
り
で
干
支
を
つ
く
ろ
う

十

月

か

ら

十

二

月

の

開

催

講

座

予

定

アクティブシニア農業体験事業

http://www.fumira.jp/cut/christmas/file79.htm
たより29年10月号.xlsx
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　◆○○の秋といえば◆
　　10月は衣替えが行われ、 魚）」などと読み書きして
　だんだんと秋が深まる月で いたようです。
　す。そこで○○の秋といえ これらに対し、「秋刀魚」
　ば、なんでしょう。 の漢字表記は遅く、大正時
　思い浮かべるのが、多い 代からだそうです。
　ほうから。「食欲の秋」「紅 「秋刀魚」の由来は、秋に
　葉の秋」「実りの秋」「読 旬を迎えよく獲れること、
　書の秋」「行楽の秋」がベ 長細い柳葉形で銀色に輝く
　スト5位だそうです。 魚体から刀を連想させるこ
　そのほかにも、「スポ―ツ とにあり、「秋に獲れる刀
　の秋」「芸術の秋」「睡眠 のような形をした魚」との
　の秋」秋といえばもう一つ 含意があるからと考えられ
　サンマがあります。 ています。塩焼きにして、
　　和名「サンマ」の由来に カボスやスダ
　ついては、古くは「サイラ チ、大根おろし
　（佐伊羅魚）」「サマナ（ を添えて、め

　狭真魚）」「サンマ（青串 しあがれ！

公益財団法人　奈良市生涯学習財団の情報を公開しています　http://manabunara.jp “学ぶなら（奈良） 学ぶ奈良 検索

バックナンバー（カラー）がホームページでみられます。施設紹介→都祁公民館→詳しくはこちら→公民館だより

プ
チ
田
舎
暮
ら
し

　
南
瓜
は
、
初
め
て
の
場
所
に
栽
培
し
た
た

め
か
、

草
刈
り
が
少
な
か
っ
た
の
か
、
草
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
午
前
の
部
、
午
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
に
分
か
れ
作
品
を

　
夏
休
み
の
お
や
こ
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
恒

例
の
陶
芸
教
室
で
す
。
今
年
も
多
く
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
4
名
の
補
助
員
の
方
は
、
学
生
さ
ん
で
教

◆
参
加
者
か
ら
は

・
子
ど
も
は
何
回
か
参
加
し
て
い
ま
す
。

都
祁
す
ず
ら
ん
学
級

　
っ

た
で
す
。

・
う
ま
く
作
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
八
月
十
九
（
土

)

　
南
瓜
・
冬
瓜
の
収
穫

を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
の
作
品
を
紹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
作
品
が
い
っ
ぱ
い

し
く
な
り
、

大
盛
り
上
が
り
の
ゲ
ー
ム
に
な

員
志
望
で
す
。

子
ど
も
た
ち
と
も
す
ぐ
に
親

都祁公民館だより

講
座
に
な
り
ま
し
た

。

　
お
話
は

、
楽
し
く
し
か
も
た
め
に
な
り
ま

こ
ん
な
講
座
が
あ
り
ま
し
た
！
（
公
民
館
主
催
講
座
）

　
冬
瓜
は
豊
作
だ

っ
た
よ
う
に

、
畑
の
中
だ

す

。
お
話
だ
け
で
な
く

、
簡
単
な
体
操
な
ど

ト
Ⅱ

」
で
し
た

。

　
講
師
は

、
ヤ
ク
ル
ト
奈
良
販
売
か
ら
樋
口

実
り
秋
い
の
ち
頂
く
感
謝
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
今
岡
　
和
子

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

お
や
こ
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
プ
補
助
員
の
方
々
で
す
。

は
、
奈
良
県
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
キ
ャ

　
今
年
は
、
南
瓜
が
不
作
（
十
七
個
の
収
穫
）
、

冬
瓜
は
豊
作
（
八
十
個
収
穫
）
で
し
た
。

　
お
盆
明
け
で
し
た
が
、

暑
さ
も
少
し
和
ら

い
だ
土
曜
日
の
午
後
の
収
穫
で
し
た
。

も
あ
り

、
心
も
体
も
健
康
に
な
る
認
知
症
の

　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
川
　
冨
貴
子

な

っ
て
い
ま
し
た

。

　
冬
瓜
が
畑
で
で
き
て
い
る
の
を
初
め
て
見

私
は
初
め
て
、
夢
中
で
楽
し
く
作
り
ま
し
た
。

夕
月
夜
無
性
に
母
に
逢
ひ
た
く
て

お
地
蔵
さ
ん
盥
で
洗
ふ
地
蔵
盆

平成２９年１０月  ８日

出
し
ま
し
た

。

　
九
月
八
日
第
三
回
す
ず
ら
ん
高
齢
者
学
級

＊
認
知
症
パ
ー
ト
Ⅱ
＊

た
ら
い

　
今
日
、

講
師
先
生
と
し
て
お
迎
え
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
お
き
　
あ
き
お

 
 
 
 
 
 
 
 
 
作
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
年
の
よ
う
に
素
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
修
子

さ
ん
で
す

。

な
か
か
ら
宝
探
し
の
よ
う
に
南
瓜
を
見
つ
け

雨
宿
り
す
る
か
に
軒
の
白
木
槿

九
月
来
し
凌
ぎ
も
や
す
し
我
如
何
に

秋
の
雲
ピ
ア
ノ
の
調
べ
吸
い
込
ま
る

け
で
は
な
く

、
サ
ル
ス
ベ
リ
の
木
の
上
に
も

 
キ
ッ
ズ
つ
げ
ザ
ー

・
親
子
で
参
加
で
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

　
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
作
る
の
は
、
難
し
か
っ

た
け
ど
、
楽
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
貞
夫

は

、
昨
年
に
引
き
続
き
講
話

「
認
知
症
パ
ー

　
楽
し
く
、

元
気
な
つ
げ
キ
ッ
ズ
で
し
た
。

り
ま
し
た
。

た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
敬
輔

◆
黄
楊
俳
句
会
◆

たどたど

製作の様子
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